


















On W.A.Mozart’s “12Vaiationen ＆ uuml ; ber
ein franz ＆ ouml ; sisches Lied’ Ah, vous dirai-je, maman”


























































































い Ein Weib ist das herrlichste Ding」の主題による８つの変奏曲　へ
長調
　主題は《ばかな庭師》というオペレッタ第２幕のリートである。主
題の最初の８小節はある意味で残りから独立している。いかなる場合
でもモーツァルトは最初の８小節が終わるまで、それぞれの新しい変
奏の特徴的なパターン決めはしない。
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第３章　各変奏の分析・練習方法
Var.Ⅵ（バリエーション６）
　16分音符の伴奏形にのり、和音を伴った主題旋律が上声に現れるこの伴
奏形は、単なる伴奏形にとどまらず、対旋律的に扱われている。中間部に
は上声と下声の交代がみられる。
楽譜
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モーツァルト「きらきら星変奏曲」について　分析と練習方法の研究Part２
Var.Ⅶ（バリエーション７）
　第６変奏と対になる16分音符を主体とした変奏である。上行する音階進
行と、中間部の下行する音階進行に対比がみられる。４小節目から現れる
音形は第10変奏を暗示する。
楽譜
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Var.Ⅷ（バリエーション８）
　変奏曲においては、いくつか変奏を重ねてあるところまでくると、近親
関係調への転調が行なわれ、中間部的各割を果たす。特に同主短調（ハ長
調→ハ短調）に移調されることが多くみられる。このバリエーションでは
対位法的な作りが随所にみられ、カノ風な手法も用いられている。
楽譜
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モーツァルト「きらきら星変奏曲」について　分析と練習方法の研究Part２
VarⅨ（バリエーション９）
　第８変奏と同様に、カノン風な手法によって作られている。
楽譜
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Var.Ⅹ（バリエーション10）
　第７変奏で現われた音形が、ここでは伴奏形として用いられている。５
小節目から現われる半音階進行が多用され、和声にも変化を与えている。
楽譜
Var.Ⅺ（バリエーション11）
　幻想曲風な趣のあるこの変奏は、前半のポリフォニックな処理と中間部
のホモフォニックな処理に対比がみられる。また、アダージョとテンポが
遅くなるが、次にくる最後の変奏をきわだたせるために有効な方法である。
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モーツァルト「きらきら星変奏曲」について　分析と練習方法の研究Part２
楽譜
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Var.Ⅻ（バリエーション12）
　最後の変奏曲は拍子を変えて書かれることが多くみられ、４分の３拍子
に変化されている。トリル、重音等を用いた上声部、休みない16分音符で
飾られる下声部が華やかな終止効果をあげている。２番かっこよりコーダ
が付され．全曲を終わる。
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モーツァルト「きらきら星変奏曲」について　分析と練習方法の研究Part２
今　田　政　成
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第４章　まとめ
　今回研究したモーツァルトの「きらきら星変奏曲」は主題の輪郭をくず
さずに音型装飾を中心とした装飾的変奏、つまり厳格変奏曲である。その
構造は大きく３つに分けられ、１つ目は第１変奏〜第７変奏、第２部分は
ハ短調に転調した第８変奏、第３部分がハ長調に戻った第９〜第12変奏と
なる。
　第１部は対となった変奏が多く、その中に間奏的な第５変奏が挿入され
ている。第２部、第３部は対にして安定した形をとらず、一つ一つの変奏
がたえず変化することにより常にもり上げ、終曲の頂点に到達する。
　実際に主題となっている「ああ、お母さん、聞いて下さい」は、その当
時にパリで流行し歌われていた歌曲であり、それを耳にしたモーツァルト
は聴衆に喜ばれるものを主題として変奏曲を作曲していたのである。
　モーツァルトの変奏曲は即興性が強い性格を持っていて楽譜をもとに演
奏する時は、即興演奏の雰囲気ができるだけでるように心掛けたほうがよ
い。基本的には、弾き始めたテンポで変奏が進んでいくのがもっとも自然
で美しい演奏になる。
　今回第６変奏から第12変奏の研究を進めてきたが、他の変奏曲も今後分
析していきたい。
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